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ニラのおやき

たっぷりのニラを豚肉や旬の野
菜と一緒に包んだおやき。
▶お問い合わせ先
　パン工房ふうさん
　TEL  096-234-2112

西寒野のかけ干し米

昔ながらのかけ干しで自然乾燥
させたこだわりのお米。
▶お問い合わせ先
　西寒野のかけ干し米
　TEL  096-285-5644

梅酒カステラ

たっぷりの梅酒と刻んだ梅酒漬
けの梅が混ぜ込まれたカステラ。
▶お問い合わせ先
　パン工房ふうさん
　TEL  096-234-2112

うなぎ蒲焼き

緑川水系の地下水を使用し、完
全屋内型養殖場で育てたうなぎ。
▶お問い合わせ先
　山本建設株式会社甲佐養殖場
　TEL  096-288-2113

■ 

本
町
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド

「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
に
新
商
品
が
仲
間
入
り

　
町
で
は
、
本
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
っ
た
農

産
物
や
そ
の
魅
力
を
活
か
し
た
加
工
品
な
ど
を
、
町

の
特
産
品
「
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
『
こ
う
さ
ん
も
ん
』
」

と
し
て
認
定
し
、
地
域
活
性
化
な
ど
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
春
、
お
が
た
健
康
農
園
（
糸
田
）
の
自
然
栽

培
雑
穀
「
麦
ま
め
君
」
が
新
た
に
認
定
品
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
ま
し
た
。

■ 

自
然
農
法
で
食
卓
の
安
心
を
守
る

　
農
薬
や
肥
料
に
頼
ら
な
い
自
然
農
法
は
、
植
物
と

土
が
本
来
持
っ
て
い
る
力
を
引
き
出
す
栽
培
方
法
で

す
。
作
物
に
人
為
的
な
不
純
物
を
与
え
な
い
た
め
、

体
へ
の
悪
影
響
は
最
小
限
で
済
み
ま
す
。

　
甲
佐
の
郷
で
は
、
か
つ
て
加
藤
清
正
公
が
取
り
組

ん
だ
緑
川
の
治
水
事
業
に
よ
っ
て
、
多
く
の
水
田
が

開
か
れ
ま
し
た
。
緑
川
の
恵
み
を
享
受
す
る
暮
ら
し

は
現
在
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
お
が
た
健
康
農
園
で
は
、
自
然
と
共
に
あ
る
農
業

を
通
し
て
、
健
康
で
幸
せ
な
食
卓
や
家
庭
を
支
え
る

農
産
物
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　甲佐産のもち麦や緑大豆、赤米、緑米をブレンドした雑穀。

緑川の水と甲佐の大地が育んだ穀物たちは、体に優しい自然農

法で栽培。白米と一緒に炊き上げれば、ひき割り大豆の緑色が

鮮やかに輝きます。

自然栽培雑穀「麦まめ君」

甲
佐
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
認
定
商

品
は
、
直
売
所
「
ろ
く
じ
館
」
で
も
一
部
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ボシドラ焼き

甲佐町産の梅ジャムを餡に混ぜ
込んだドラ焼き。宮内地区の梅
林に思いを馳せる一品。
▶お問い合わせ先
　（資）池田製菓舗
　TEL  096-234-0118

あゆもなか

甲佐町を象徴する「鮎」を形
どったもなか。パリッとした皮
に餡がぎっしりつまっています。
▶お問い合わせ先
　パン工房ふうさん
　TEL  096-234-2112

にらメンコ。

店主こだわりの黒毛和牛・国産
豚肉の合挽肉に、甲佐町産ニラ
がたっぷり入ったメンチカツ。
▶お問い合わせ先
　髙田精肉店
　TEL  096-234-0057

鮎の甘露煮

創 業130年 の 歴 史 を 持 つ 割 烹
「守口屋」の逸品。お歳暮やお

中元用としても喜ばれます。
▶お問い合わせ先
　（有）守口屋
　TEL  096-234-0016

「麦まめ君」が 甲佐ブランドに新登場 !!
町内で生産または加工された、甲佐の魅力あふれる商品たち─。　　甲佐で愛される、「こうさんもん」認定品の数々を一挙にご紹介します！

認
定
認
定
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ニラえびあられ

生徒が収穫したニラを使い、地
元企業の協力で作り上げた一品。

ニラみそあられ

甲佐高校の生徒が、地域の魅力
を広めるために開発した商品。
▶お問い合わせ先
　県立甲佐高等学校
　TEL  096-234-0041

前田養蜂園のハチミツ

蜂蜜だけを絞るこだわりの方法
で採蜜された町内産ハチミツ。
▶お問い合わせ先
　前田養蜂園
　TEL  096-234-0854

ニラ味ラーメン

甲佐町産ニラを粉末にして手延
べ麺に練りこんだ豚骨ラーメン。
▶お問い合わせ先
　甲佐町青空市場運営委員会（ろくじ館）
　TEL  096-234-2828

マシュマロ

ふわふわのマシュマロと、中の
角切りカステラで、食感や味わ
いが楽しい一品。
▶お問い合わせ先
　（資）池田製菓舗
　TEL  096-234-0118

井戸江峡万十

さわやかな酸味の青梅の甘酢漬
けを白あんとしっとりとした皮
で包んだお饅頭。
▶お問い合わせ先
　（資）池田製菓舗
　TEL  096-234-0118

ニラ侍

小学生の児童が考案した甲佐特
産のニラをモチーフにしたキャ
ラクター。
▶お問い合わせ先
　甲佐町商工会
　TEL  096-234-0272

ニラでスープ

朝採りの新鮮なニラをたっぷり
使って卵でとじた、鶏ガラベー
スの中華風のスープ。
▶お問い合わせ先
　パン工房ふうさん
　TEL  096-234-2112

■ 

本
町
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド

「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
に
新
商
品
が
仲
間
入
り

　
町
で
は
、
本
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
っ
た
農

産
物
や
そ
の
魅
力
を
活
か
し
た
加
工
品
な
ど
を
、
町

の
特
産
品
「
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
『
こ
う
さ
ん
も
ん
』
」

と
し
て
認
定
し
、
地
域
活
性
化
な
ど
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
春
、
お
が
た
健
康
農
園
（
糸
田
）
の
自
然
栽

培
雑
穀
「
麦
ま
め
君
」
が
新
た
に
認
定
品
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
ま
し
た
。

■ 

自
然
農
法
で
食
卓
の
安
心
を
守
る

　
農
薬
や
肥
料
に
頼
ら
な
い
自
然
農
法
は
、
植
物
と

土
が
本
来
持
っ
て
い
る
力
を
引
き
出
す
栽
培
方
法
で

す
。
作
物
に
人
為
的
な
不
純
物
を
与
え
な
い
た
め
、

体
へ
の
悪
影
響
は
最
小
限
で
済
み
ま
す
。

　
甲
佐
の
郷
で
は
、
か
つ
て
加
藤
清
正
公
が
取
り
組

ん
だ
緑
川
の
治
水
事
業
に
よ
っ
て
、
多
く
の
水
田
が

開
か
れ
ま
し
た
。
緑
川
の
恵
み
を
享
受
す
る
暮
ら
し

は
現
在
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
お
が
た
健
康
農
園
で
は
、
自
然
と
共
に
あ
る
農
業

を
通
し
て
、
健
康
で
幸
せ
な
食
卓
や
家
庭
を
支
え
る

農
産
物
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

甲佐ブランド「こうさんもん」

　家族の健康を守るために41

歳で就農して約30年。農薬や

肥料を使わない米作りで、食卓

に安心を届けています。

▶お問い合わせ先
　おがた健康農園
　TEL 096-234-1404
　URL https://www.ogata55.com/

おがた健康農園

 緒方弘文さん

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
人
気
を
集
め
る
「
こ

う
さ
ん
も
ん
」
認
定
商
品
た
ち
。
町
で
は
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
通
じ
て
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「麦まめ君」が 甲佐ブランドに新登場 !!
町内で生産または加工された、甲佐の魅力あふれる商品たち─。　　甲佐で愛される、「こうさんもん」認定品の数々を一挙にご紹介します！

自然栽培
雑　穀NEWNEW

▶お問い合わせ先
　県立甲佐高等学校
　TEL  096-234-0041
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■ 

個
別
接
種
は
６
月
上
旬
開
始
予
定

　

町
で
は
、
国
や
県
、
町
内
の
医
療
機

関
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
方
法
に
は
、
町
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
高
齢
者
施
設
で
行
う
「
集

団
接
種
」
と
町
内
各
医
療
機
関
で
実
施

す
る
「
個
別
接
種
」
が
あ
り
ま
す
。

　

個
別
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

町
内
の
医
療
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
別
接
種
は
、
６
月
上
旬
の
開
始
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

・
荒
瀬
病
院
（
TEL
２
３
４-

１
１
６
１
）

・
谷
田
病
院
（
TEL
２
３
４-

１
２
４
８
）

・
小
屋
迫
医
院
（
TEL
２
３
４-

０
１
６
５
）

・
桃
崎
整
形
外
科
（
TEL
２
３
５-

８
１
１
１
）

■ 

接
種
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
速
や
か
に

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

接
種
の
予
約
は
、
町
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

接
種
の
キ
ャ
ン
セ
ル
や
変
更
は
、
集

団
接
種
の
場
合
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
、

個
別
接
種
の
場
合
は
医
療
機
関
へ
速
や

か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
向
け
て
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
接
種
は
、
重

症
化
や
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
感
染
）
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
い
高
齢
者
や
高
齢
者
施
設
入
所
者
、
施
設
職
員
を
優
先
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
３
月
か
ら
先
行
し
て
は
じ
ま
っ
た
町
内
医
療
機
関
の
医
療
従
事
者
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
す
べ
て
の
接
種
が
ま
も
な

く
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。
（
４
月
22
日
現
在
）

２回
　接種する日に

16歳以上の人
・集団接種
・個別接種

  接種回数  接種対象者  接種方法

その他の人

（16歳以上）

基礎疾患を
有する人

（64歳以下）

高齢者施設入所者
および施設職員

65歳以上の人
（昭和32年４月１日

以前に生まれた人）

対
象
者

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月
以
降

  接種スケジュール ※状況に応じて変更になる場合があります

２
回
目

１
回
目

１
回
目

２
回
目

１
回
目

２
回
目

▼

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
の

　

で
予
診
票
と
身
分
証
明
書

　

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

接
種
券

　
送
付

接
種
券

　
送
付

接
種
券

　
送
付

接
種
券

　
送
付

１
回
目

２
回
目
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新型コロナウイルスワクチン接種

甲佐町新型コロナワクチン接種 予約受付コールセンター

☎0570-666-504　　【受付時間】午前９時～午後５時

お問い合わせ先 ワクチンに関する専門的な相談窓口

■熊本県
新型コロナウイルスワクチン
に関する専門的相談窓口
☎096-285-5622

■厚生労働省
新型コロナワクチン
コールセンター
☎0120-761-770

■ファイザー社
新型コロナウイルスワクチン
特設コールセンター
☎0120-146-744

■町健康推進課
☎096-235-8711

  ワクチン接種（集団接種）の手順について

出入口

②受付③予診票
　確認

④問診

⑤ワクチン
　接種

⑥経過
　観察

⑦接種済証
　交付

①検温
（出口へ）

　町では、町総合保健福祉センターで、65歳以上の高齢者を対象に５月５日（水・祝）

から接種を行います。はがきでご案内する日時に「予診票」「接種券」「身分証明書」「お

薬手帳」を持ってお越しください。予診票には必要事項を記入し、本人の自署も必要です。

　会場ではスタッフの案内に従い、間隔を空けて進みましょう。発熱などの症状がある

場合は接種できません。接種は肩部に行います。肩が出しやすい服装でご来場ください。

▲スタッフが順番に案内します。
　間隔をとりながら順番にお待ち
　ください。

▲入口正面に設置されたカメラで
　検温を行います。37.5度以上の
　発熱のある人は、スタッフの案
　内に従ってください。

▼

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
の

　

で
予
診
票
と
身
分
証
明
書

　

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

▼

血
圧
と
酸
素
飽
和
度
を
測

　

定
し
ま
す
。
上
着
を
脱
い

　

で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

▼

医
師
が
問
診
し
て
接
種

　

可
能
か
判
断
し
ま
す
。

　

持
病
の
あ
る
人
は
申
告

　

し
て
く
だ
さ
い
。

▲接種後15分以上経過観察を行い
　ます。名前を呼ばれたら⑦接種
　済証交付窓口へお越しください。

▲看護師が接種を行います。半袖
　などの肩が出しやすい服装でお
　待ちください。

町総合保健福祉センター「鮎緑」

【接種会場 見取り図】

事務室
お
手
洗
い
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ト ピ ッ ク ス

■
豪
雨
災
害
の
教
訓
と
し
て

　
広
域
避
難
所
を
考
え
る

　
３
月
22
日
（
月
）
町
役
場
で

「
福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に
関

す
る
協
定
」
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
協
定
は
、
本
町
で
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
に
、
福

祉
施
設
な
ど
に
対
し
て
避
難
行
動

要
支
援
者
の
受
け
入
れ
協
力
を
円

滑
に
要
請
す
る
た
め
の
も
の
。

　「
緑
川
荘
」
（
緑
町
）
と
「
あ
ゆ

の
里
」（
津
志
田
）
を
運
営
す
る

（
福
）
五
色
会
（
荒
瀬
一
巳
理
事

長
）、「
緑
風
苑
」（
白
旗
）
を
運

営
す
る
（
医
）
荒
瀬
会
（
荒
瀬
一

巳
理
事
長
）、「
オ
ア
シ
ス
」（
御

船
町
）
を
運
営
す
る
（
社
）
伸
生

紀
（
麻
生
伸
一
理
事
長
）、
「
な
ご

み
の
里
」
（
美
里
町
）
を
運
営
す

る
（
医
）
興
和
会
（
山
中
清
一
郎

理
事
長
）、「
祥
麟
館
」（
熊
本
市

南
区
城
南
町
）
を
運
営
す
る

（
社
）
恵
春
会
（
小
林
佳
之
理
事

長
）
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
平
成
26
年
12
月
に
同

様
の
協
定
を
、「
桜
の
丘
」（
西
寒

野
）
を
運
営
す
る
（
社
）
綾
友
会

（
谷
田
理
一
郎
理
事
長
）
と
締
結

し
て
お
り
、
今
回
の
協
定
締
結
で

６
法
人
（
７
施
設
）
へ
の
協
力
依

頼
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
奥
名
町
長
は
「
本
町

で
も
昨
年
７
月
豪
雨
の
よ
う
な
災

害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

広
域
避
難
所
の
確
保
が
急
務
で
す
。

配
慮
が
必
要
な
人
た
ち
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
福
祉
避
難
所
の
確
保

と
い
う
点
で
、
今
回
の
協
定
は
心

強
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

■
福
祉
避
難
所
の
ご
利
用
は

　
町
福
祉
課
へ
必
ず
相
談
を

　
町
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
の
避
難
行
動
要
支
援
者
の
把

握
に
努
め
て
お
り
、
４
月
現
在
で

２
５
０
人
を
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
協
定
は
、
町
が
各
施
設

に
福
祉
避
難
所
開
設
の
協
力
依
頼

を
円
滑
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

要
支
援
者
が
福
祉
避
難
所
の
利
用

を
希
望
す
る
場
合
は
、
施
設
と
協

議
が
必
要
で
す
の
で
、
町
福
祉
課

へ
事
前
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

高齢者や障がい者などの福祉避難所の確保を

町内外の福祉施設と協定締結

▼

調
印
式
に
参
加
す
る
関
係
法
人
の
代
表
者
や
福
祉
施
設
の
施
設
長
の
皆
さ
ん
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■
令
和
３
～
５
年
度
（
第
８
期
）
の

　

介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

　
町
で
は
、
３
年
ご
と
に
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
の
見
直
し
を

行
い
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

な
費
用
や
利
用
者
数
な
ど
を
見
込
ん

で
料
金
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
見
直
し
で
は
、
保
険
料
の

上
昇
を
抑
え
る
た
め
に
、
町
の
介
護

給
付
費
準
備
基
金
を
取
り
崩
し
て
活

用
。
皆
さ
ん
が
支
払
う
保
険
料
の
減

額
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
は
引
き
続
き
、
介
護
予

防
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
介
護
保
険
制
度
の
安
定
運
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
令
和
３
年
度
の
介
護
保
険
料
は

　

６
月
中
旬
に
通
知

　
現
在
、
町
で
は
、
65
歳
以
上
の

皆
さ
ん
に
本
年
度
納
め
て
い
た
だ

く
介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
通
知
書

は
令
和
２
年
分
の
所
得
総
額
お
よ

び
令
和
３
年
度
住
民
税
額
の
決
定

後
、
送
付
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

料
は
、
介
護
保
険
制
度
を
運
営
す
る

た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
保
険
料

の
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

介 護 保 険 料 は 制 度 を 支 え る 大 切 な 財 源

皆さんのご理解とご協力をお願いします

所得段階 対象者 保険料率
保険料

（第７期との比較額）

第１段階

①生活保護受給者 ②住民税非課税世帯でかつ老齢福祉

年金受給者 ③住民税が世帯非課税でかつ課税年金収入

額と合計所得金額の合計が80万円以下の者

基準額×0.3※
21,960円

（△1,440円）

第２段階
住民税非課税世帯で、前年の年金収入額と合計所得金

額の合計が80万円を越え120万円以下の者
基準額×0.5※

36,600円

（△2,400円）

第３段階
住民税が世帯非課税でかつ課税年金収入額と合計所得

金額の合計が120万円を超える者
基準額×0.7※

51,240円

（△3,360円）

第４段階
本人が住民税非課税・世帯課税でかつ課税年金収入額

と合計所得金額の合計が80万円以下の者
基準額×0.9

65,880円

（△4,320円）

第５段階

（基準）

本人が住民税非課税・世帯課税でかつ課税年金収入額

と合計所得金額の合計が80万円を超える者
基準額

73.200円

（△5,760円）

第６段階
本人が住民税課税でかつ合計所得金額が120万円未満

の者
基準額×1.2

87,840円

（△6,760円）

第７段階
本人が住民税課税でかつ合計所得金額が120万円以上

210万円未満の者
基準額×1.3

95,160円

（△6,240円）

第８段階
本人が住民税課税でかつ合計所得金額が210万円以上

320万円未満の者
基準額×1.5

109,800円

（△7,200円）

第９段階
本人が住民税課税でかつ合計所得金額が320万円以上

の者
基準額×1.7

124,440円

（△8,160円）

■65歳以上の人（第１号被保険者）の令和３年度からの介護保険料（年額）

※ 第１段階～第３段階の保険料率は、軽減が適用されています。
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３
月
22
日
（
月
）
に
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、
第
２
回
緑

川
竜
野
川
内
水
対
策
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
町
を
貫
流
す
る
一
級
河
川
緑
川

の
管
理
を
行
う
国
土
交
通
省
熊
本
河

川
国
道
事
務
所
お
よ
び
緑
川
に
流
れ

込
む
竜
野
川
の
管
理
を
行
う
県
と
合

同
で
町
が
、
合
流
点
付
近
の
河
川
な

ど
の
現
状
を
共
有
し
浸
水
被
害
等
を

軽
減
す
る
た
め
の
対
策
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
対
策
会
議
を
令

和
２
年
３
月
に
設
立
。

　

令
和
２
年
７
月
11
日
の
豪
雨
被
害

や
今
年
度
実
施
さ
れ
た
対
策
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
浸
水
被
害

の
軽
減
を
図
る
た
め
に
関
係
機
関
で

の
協
議
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　３月31日（水）町本庁舎で震災支援派遣

職員の退任式が行われました。

　本町では熊本地震の発生に伴い、平成28

年度から全国各地の多数の自治体から派遣職

員を受け入れており、昨年度は鹿児島県の鹿

児島市と出水市から合わせて４人が町建設課

で復興業務に従事。任期満了に伴い、中迫由

香さん、河野剛さん、久永哲郎さん（いずれ

も鹿児島市）の３人が退任を迎えました。

　出水市の野付祐司さんは、引き続き本町の

職員として業務に取り組まれます。

新１年生入学おめでとう

令和３年度小・中学校入学式

国・県・町合同で浸水対策

第２回緑川竜野川内水対策会議を開催

震災復興の経験を活かして

震災支援派遣職員退任式

▼担任教諭から名前を呼ばれて元気よく起立する白旗小の新１年生

▲（写真前列左から）中迫さん、河野さん、久永さん

▼

流
域
の
内
水
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
参
加
者

　

４
月
９
日
（
金
）
町
内
の
各
小

学
校
お
よ
び
甲
佐
中
学
校
で
、
令

和
３
年
度
入
学
式
が
開
催
さ
れ
、

４
つ
の
小
学
校
で
新
１
年
生
77
人

が
９
年
間
の
義
務
教
育
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
甲
佐
小
35
人
、
龍
野

小
26
人
、
乙
女
小
８
人
、
白
旗
小

８
人
、
甲
佐
中
学
校
90
人
が
入
学
。

　

白
旗
小
学
校
（
木
山
邦
博
校

長
）
で
は
、
同
小
体
育
館
で
入
学

式
を
開
催
。
上
級
生
や
来
賓
の
参

加
が
見
送
ら
れ
る
中
、
保
護
者
や

先
生
方
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
て
新

入
児
童
が
元
気
よ
く
入
場
。
入
学

児
童
氏
名
報
告
が
行
わ
れ
、
名
前

を
呼
ば
れ
た
新
入
児
童
た
ち
は
大

き
な
声
で
返
事
を
し

起
立
し
ま
し
た
。

　

木
山
校
長
は
「
み

な
さ
ん
は
、
こ
れ
か

ら
白
旗
小
学
校
の
大

切
な
子
供
で
す
。
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
、
楽
し
い
学
校
を

つ

く

っ

て

い

き

ま

し
ょ
う
」
と
式
辞
。

在
校
児
童
を
代
表
し

て
上
田
竜
太
郎
く
ん

（
６
年
・
芝
原
区
）
が

「
こ
れ
か
ら
白
旗
小
の

仲
間
と
し
て
楽
し
く

過

ご

し

て

い

き

ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
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　４月１日（木）町長室で、地域活性化に取り組

む甲佐町地域おこし協力隊の２人へ委嘱状が交付

されました。

　同隊は、地域の活性化を目的として、都市住民

など地域外の人材を地域の担い手として受け入れ、

地域おこし支援や農林漁業への従事、住民支援な

どの地域協力活動を行う制度で、平成21年に総

務省が創設したもの。

　本町では、佐藤直樹さん（愛媛県出身・広瀬

区）と岡本久子さん（熊本市出身・上豊内区）が

隊員として地域活動に参加。宮内地域を中心とす

る農業振興や本町の魅力の情報発信など、各自の

得意分野を活かしながら地域の活性化に取り組ん

でいます。

　また、昨年度まで本町で隊員を務めた越名智美

さん（大分県出身・大町区）は、集落の現状と課

題を住民と共に整理しながら集落の維持・活性化

に取り組む集落支援員に就任。総務省の支援を受

けながら、本町のまちづくりに引き続き取り組ま

れます。

　４月２日（金）陸上自衛隊北熊本駐屯地

（熊本市北区）に駐屯する第42即応機動連隊

の祝昌行中隊長が奥名克美町長を表敬訪問し

ました。

　同隊は平成30年に改編されたもので、災

害時には要請に応じて、本町を含む県内９市

15町３村の支援などを行います。

　昨年７月に県南を襲った豪雨の際、熊本県

知事からの災害派遣要請に応じて早急な初動

対処を実施した同隊は、芦北町で被災住民の

救助や支援を行いました。

災害から命を守る　

陸上自衛隊第４２即応機動連隊が表敬訪問

▲奥名町長を表敬訪問した祝中隊長（左）

移住者の視点で地域活性化を

地域おこし協力隊に委嘱状を交付

▲（左から）集落支援員の越名さん、地域おこし協力隊の佐藤さん、奥
名町長、地域おこし協力隊の岡本さん

　

３
月
25
日
（
木
）
熊
本
県
県
央
広

域
本
部
で
、
一
般
県
道
三
本
松
甲
佐

線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
（
奥
名
克

美
会
長
）
が
県
道
三
本
松
甲
佐
線
を

管
理
す
る
県
に
対
し
て
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

本
路
線
は
、
美
里
町
畝
野
を
起
点

と
し
て
、
山
間
地
域
を
縦
断
し
緑
川

に
沿
っ
て
本
町
豊
内
に
接
続
す
る
唯

一
の
幹
線
道
路
で
あ
り
、
地
域
住
民

の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
道

路
で
す
。
し
か
し
、
幅
員
が
狭
く
未

整
備
区
間
も
多
い
た
め
、
同
期
成
会

が
早
急
な
整
備
を
要
望
。
奥
名
会
長

か
ら
松
永
清
文
県
央
広
域
本
部
土
木

部
長
に
要
望
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
町
で
は
、
町
内
の
県
道
整
備

に
つ
い
て
も
併
せ
て
要
望
し
ま
し
た
。

地域間の幹線道路整備を

三本松甲佐線および町内県道の整備を県に要望

▼

松
永
県
央
広
域
本
部
土
木
部
長
（
左
）
に
要
望
す
る
奥
名
会
長
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Information

人
事

町総務課　TEL096-234-1140（内線221）

■ 

令
和
３
年
４
月
１
日
付
け
人
事
異
動

●
総
務
課

▼
庶
務
係
・
渡
邉
璃
里
香
（
新
規
採
用
）

▼
財
務
係
・
郷
史
嘉
（
社
会
教
育
課
）

▼
消
防
係
長
［
兼
く
ら
し
安
全
推
進
係

長
］
・
久
米
修
永
（
税
務
課
住
民
税
係
長
）

●
企
画
課

▼
企
画
課
長
補
佐
・
瀧
本
加
奈
子
（
県

か
ら
派
遣
）
▼
企
画
政
策
係
長
・
西
口

貴
志
（
く
ら
し
安
全
推
進
係
長
［
兼
総

務
課
消
防
係
長
］）
▼
行
革
電
算
係
長
・

中
村
聡
健
（
総
務
課
庶
務
係
長
）、
同

係
・
本
田
城
光
（
県
か
ら
帰
任
）

●
地
域
振
興
課

▼
地
域
振
興
課
審
議
員
・
小
山
知
子
（
県

か
ら
派
遣
）
▼
地
域
振
興
係
長
・
本
田
幸

嗣
（
建
設
課
管
理
係
長
）
▼
商
工
観
光

係
・
野
見
山
恵
（
新
規
採
用
）

●
く
ら
し
安
全
推
進
室

▼
く
ら
し
安
全
推
進
室
長
・
佐
々
木
善
平

（
任
期
付
更
新
）
▼
く
ら
し
安
全
推
進
係

長
［
兼
総
務
課
消
防
係
長
］・
久
米
修
永

（
税
務
課
住
民
税
係
長
）

●
税
務
課

▼
住
民
税
係
長
・
木
村
智
香
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
）

●
住
民
生
活
課

▼
住
民
係
・
宮
本
紅
葉
（
新
規
採
用
）

▼
保
険
係
長
・
河
原
俊
典
（
農
政
課
）、

同
係
・
伊
豆
野
加
奈
子
（
総
務
課
）

●
健
康
推
進
課
（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

▼
健
康
推
進
係
・
井
上
理
惠
（
再
任
用
更
新
）

●
福
祉
課

▼
福
祉
係
・
中
西
加
奈
（
環
境
衛
生
課
）

▼
包
括
支
援
係
・
河
嶋
順
子
（
甲
佐
町
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
派
遣
）

●
環
境
衛
生
課

▼
環
境
衛
生
係
・
鍬
先
大
地
（
建
設
課
）

▼
水
道
係
・
石
橋
拓
也
（
住
民
生
活
課
）

●
農
政
課

▼
経
営
係
・
中
川
慎
士
（
地
域
振
興
課
）

令 和 ３ 年 度 の
町 組 織 人 事 異 動

今年度もよりよい行政サービスを目指します

▲（左から）新規採用職員の野見山さん、
渡邉さん、宮本さん、緒方さん

▼
整
備
係
・
渡
邊
哲
司
（
任
期
付
更
新
）、

伊
佐
坂
光
輝
（
任
期
付
更
新
）
▼
農
地

係
・
川
端
励
志
（
環
境
衛
生
課
）

●
建
設
課

▼
建
設
課
長
補
佐
・
千
𠩤
墾
（
国
土
交
通

省
か
ら
出
向
）
▼
管
理
係
長
・
木
村
徹

（
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
長
）
▼
住
宅

係
長
・
田
上
大
助
（
学
校
教
育
課
学
校
教

育
係
長
）、
同
係
・
佐
々
木
智
也
（
税
務

課
）、
野
付
祐
司
（
任
期
付
）
▼
建
設
係
・

緒
方
伸
也
（
新
規
採
用
）、
緒
方
和
則

（
任
期
付
短
更
新
）

●
会
計
課

▼
会
計
係
長
・
松
岡
博
信
（
町
民
セ
ン

タ
ー
）、
同
係
・
山
本
洋
子
（
再
任
用
更
新
）

●
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
町
民
セ
ン
タ
ー
・
池
田
三
奈
（
住
民
生

活
課
）

●
議
会
事
務
局

▼
議
会
事
務
局
・
後
藤
理
恵
子
（
学
校
教

育
課
）

●
学
校
教
育
課

▼
学
校
教
育
係
長
・
早
﨑
伊
津
子
（
議
会

事
務
局
）、
同
係
・
　
井
真
奈
美
（
総
務

課
）
▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
・
池

田
り
か
（
住
民
生
活
課
保
険
係
長
）

●
社
会
教
育
課

▼
社
会
教
育
課
長
・
後
藤
喜
治
（
御
船
町

甲
佐
町
衛
生
施
設
組
合
事
務
局
長
）
▼
社

会
教
育
係
・
佐
伯
香
菜
子
（
福
祉
課
）
、

峯
元
翔
大
（
福
祉
課
）

■
派
遣

●
御
船
町
甲
佐
町
衛
生
施
設
組
合

▼
事
務
局
長
・
奥
村
伸
二
（
社
会
教
育
課
長
）

●
上
益
城
広
域
連
合

▼
施
設
整
備
係
長
・
田
上
和
広
（
企
画
課

企
画
政
策
係
長
）
▼
総
務
企
画
係
・
一
圓

秋
男
（
再
任
用
更
新
）

●
熊
本
県

▼
商
工
労
働
部
産
業
振
興
局
産
業
支
援

課
・
甲
斐
敬
大
（
社
会
教
育
課
）

※
（
か
っ
こ
）
内
は
旧
職
ま
た
は
旧
所
属
先
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町からのお知らせ　【５月】

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096－234－1113（内線104）　

■
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が

　
必
要
で
す

　
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
勤
務
先
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
厚

生
年
金
か
ら
国
民
年
金
へ
の
変
更
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
勤
務
先
を

退
職
さ
れ
た
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配

偶
者
の
方
や
収
入
が
増
加
し
た
こ
と
で

扶
養
か
ら
外
れ
た
配
偶
者
の
方
も
、
国

民
年
金
へ
の
切
り
替
え
手
続
き
が
必
要

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
20
歳
に
な
ら
れ
た

学
生
の
方
も
届
出
が
必
要
で
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
、

１
万
６
５
４
０
円
（
月
額
）
で
す
。

　
こ
の
料
金
に
、
毎
月
４
０
０
円
の
付

加
保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納
め
る
こ
と

で
、
将
来
受
給
す
る
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す
（
付
加
年
金
の
加
入

に
は
申
請
が
必
要
で
す
）。
ま
た
、
２

年
分
、
１
年
分
、
６
カ
月
分
を
ま
と
め

て
前
払
い
す
る
前
納
制
度
を
利
用
す
る

と
、
割
引
が
適
用
さ
れ
て
お
得
で
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
期
限
は
、
納
付
対
象

月
の
翌
月
末
日
で
す
。
期
限
ま
で
に
保

険
料
を
納
め
な
い
と
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
は
、
本
人
の
所
得
が
一
定

以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の

保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
の
方
は
、
特
例
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
承
認
期
間
は
２
年
１
カ
月

前
の
納
付
分
ま
で
可
能
で
す
。

　
申
請
に
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書
が
必
要
で
す
。
特
例
を
受
け
た
期

間
は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

期
間
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
納
付
期
限
か
ら
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
未
納
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
付
で
き
る
追
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
特
例
を
活
用
し
て
保
険
料
の
納
付
猶

予
を
受
け
た
方
な
ど
が
保
険
料
を
未
納

の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、
老
後
や
万
一

の
け
が
な
ど
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

に
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額
は
支

払
っ
た
保
険
料
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る

た
め
、
未
納
が
あ
る
方
は
追
納
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096－234－1113（ 内線1０６）

■ 

国
保
税
の
税
率
お
よ
び
軽
減
判

定
所
得
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
国
民
健
康
保
険
は
、
持
続
可
能
な
国

民
皆
保
険
制
度
を
堅
持
す
る
た
め
、
平

成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
と
市
町
村
が

共
同
し
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
県
が
示
し
た
令
和
３
年
度

の
標
準
保
険
料
率
と
国
保
事
業
費
納
付

金
額
に
基
づ
き
、
本
町
の
国
保
税
の
税

率
等
を
次
の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

●
改
正
後
の
税
率

【
医
療
給
付
費
分
】

・
所
得
割
８
・
３
㌫
（
前
年
度
比
＋

　
０
・
３
㌫
）

・
均
等
割
２
万
８
０
０
０
円
（
前
年
度

　
比
２
０
０
０
円
）

・
平
等
割
２
万
円
（
変
更
な
し
）

【
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
】

・
所
得
割
２
・
９
㌫
（
変
更
な
し
）

・
均
等
割
９
０
０
０
円
（
変
更
な
し
）

・
平
等
割
８
０
０
０
円
（
変
更
な
し
）

【
介
護
納
付
金
分
】
（
40
～
64
歳
の
方
）

・
所
得
割
２
・
04
㌫
（
前
年
度
比
＋
０
・

　
21
㌫
）

・
均
等
割
１
万
３
４
０
０
円
（
前
年
度

　
比
＋
１
４
０
０
円
）

●
改
正
後
の
軽
減
判
定
所
得

・
７
割
軽
減

　
基
礎
控
除
額
43
万
円
＋
（
10
万
円
×

「
給
与
所
得
者
等
（
※
１
）
の
数
か
ら

１
を
減
し
た
数
」
）

・
５
割
軽
減

　
基
礎
控
除
額
43
万
円
＋
28
万
５
０
０

０
円
×
（
被
保
険
者
数
（
※
２
））
＋

10
万
円
×
「
給
与
所
得
者
等
（
※
１
）

の
数
か
ら
１
を
減
し
た
数
」

・
２
割
軽
減

　
基
礎
控
除
額
43
万
円
＋
52
万
円
×

（
被
保
険
者
数
（
※
２
））
＋
10
万
円
×

「
（
給
与
所
得
者
等
（
※
１
）
の
数
か
ら

１
を
減
し
た
数
」

※
１
　
一
定
の
給
与
所
得
者
と
公
的
年

金
等
の
支
給
を
受
け
る
者

※
２
　
同
じ
世
帯
の
中
で
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
に
移
行
し
た
者
を
含
む

▼
国
保
税
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

国保税の税率および
軽減判定所得が改正

詳しくは町住民生活課へお問い合わせください
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Library
町生涯学習センター図書室からの５月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時〜午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

ひとり息子を亡くし、家庭内別

居状態になった早紀と信夫。あ

る夜、信夫が山奥で起こった列

車転落事故に巻き込まれてしま

う。事故の状況が明らかになる

につれ、それまで知ろうとしな

かった夫の足跡もわかってくる

が、かえって謎は増えるばかり。

そこには何者かの悪意が…。二

転三転する展開から目が離せな

い１冊です。

光文社

小説

ベテラン脚本家が挑んだノンストップサスペンス！
伴 一彦 著 /『人生脚本』

名作の絵本を英語で楽しみましょう
齊藤 隆介 作 /『花さき山 英語版 Hearthbloom Hill』

毎日のお弁当作りが変わります！
川上 文代 著 /『冷凍保存で作る１週間のお弁当キット』

週末に平日５日分の材料を調理

して、「お弁当キット」を冷蔵

＆冷凍保存。平日はレンジ加熱

＆詰めるだけ！唐揚げなどの定

番おかずキットから、健康を気

遣う人向けのキット、育ち盛り

の 子 ど も や 男 性 の た め の ボ

リュームキットなど、豊富なバ

リエーションです。お弁当の詰

め方や冷凍・解凍の基本など役

立つ情報も満載です。

誠文堂新光社

教養娯楽

「もしかすると、自分がハラス

メントしているかも…」もう他

人事ではありません。社会人必

須知識のハラスメントを分かり

やすいイラストで紹介し、さま

ざまな実例、社会の動き、各ハ

ラスメントの対策案も具体的に

解説。コロナ禍から生まれたハ

ラスメントについても掲載。職

場や日常生活の言動を見直す

きっかけとなる１冊です。

青春出版社

一般書

「ハラスメント」を分かりやすく解説
野原 蓉子 監修 /『ハラスメント大全』

山菜をとりにいき、山ンばに出

会ったあや。山ンばはあやに、

人のことを思う優しい気持ちや

切ない気持ちが花さき山に花を

咲かせるのだと語りかけ…。名

作絵本「花さき山」を英語で楽

しみ、味わってみましょう。小

学校で必修となった英語。英語

を身近に感じて、手に取っても

らいたい１冊。巻末に日本語原

文付きです。

岩崎書店

がおすすめしたい本は、

「わたしの苦手なあの子」

という本です。

　この本はだれとも仲良くしよ

うとしない転校生の本間リサと

いう女の子と、リサと仲良くな

りたい椎名ミヒロという女の子

が、色んなことを経験して仲良

くなっていくお話です。

　しかし、最初はリサが心を開

いてくれませんでした。そのわ

けを知って

しまったミ

ヒロはリサ

と仲良くし

たいと思い

ま す が、 い

じめが理由

で転校した

リ サ は、 も

うだれとも仲良くはなりたくあ

りません。

　リサは苦手な自分を克服する

ため、ありのままの自分を受け

入れることにしました。

　「胸をはって歩きたい」そん

な願いは叶うのか。そして、な

ぜリサはいじめられてしまった

のか。それは、この本を読んで

見つけてみて下さい。

　読んだ後は、さわやかな気持

ちになります。この本は児童書

なのですが、子どもだけでなく、

たくさんの人に読んでもらいた

いと思いました。

児童書

私 R
e
a
d
 T

his S
tory

!

〜 My Favorite Story 〜

私のおすすめ図書
  『わたしの苦手なあの子』（朝比奈 蓉子 作）

田上 月夢さん

〔南三箇区〕

今月の案内人

小学校最後の夏休みに出された「苦手なも
のを克服する」宿題。ミヒロが提出用紙に
書いたのは、仲良くなれないあの子の名前
…。二人の女の子の、友情と成長の物語。

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などありましたら、お知ら

せください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。
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■「大切な人へのメッセージ～あの人
へ贈る ” ありがとう ” や ” エール ” ～」
　県では、人権問題について考え、

表現していただくことで、県民のみ

なさまに「人権の大切さ」を思い起

こしてもらうために「大切な人への

メッセージ　〜あの人へ贈る“あり

がとう”や“エール”〜」をテーマ

に人権メッセージを募集しました。

　厳正な審査の結果、2215点の応

募の中から、小学生の部10作品、

中高校生の部16作品、一般の部4作

品、計30作品を優秀作品として選

定しました。

　ここではその一部をご紹介します。

作品の鑑賞を通して、みなさんの身

近な人権について、あらためて考え

てみませんか。

《小学生の部》

☆パパへ

　はなれてくらすパパへ。

　いつもおしごとがんばってくれて

ありがとう。

　あえないときも、パパをおもって

いるよ。

　ぼくは、きもちがパパとにている

から、かぞくのことはぼくがかわり

にまもるよ !

☆つらくて泣きたい人やがんばる人へ

　がまんして、つらくてもがんばっ

ているあなたのことを私、しって

るよ。

　がんばっているあなたを批判す

る人は、あなたのいいとこをかく

すだけ。

　つらかったら泣いていい。

　たくさん笑って楽しく毎日すごし

ちゃえ !

熊本県ホームページ「令和２年度（2020年度）

人権メッセージ募集 優秀作品の発表」より引用

Public Hall
町公民館からのお知らせ

Human Rights
人権 〜心豊かに暮らすために〜

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
町
で
は
、
日
々
の
生
き
方
を

楽
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り
を
応

援
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
出

前
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
20
日
（
火
）
上
揚
公
民

館
で
御
船
警
察
署
生
活
安
全
課

の
萩
峯
恒
久
さ
ん
が
講
演
を
行

い
、
参
加
し
た
上
揚
区
住
民
10

人
が
高
齢
者
や
子
供
に
対
す
る

虐
待
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
萩
峯
さ
ん
は
「
虐
待
は
一
般

的
に
閉
ざ
さ
れ
た
家
庭
の
中
で

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
外
部

か
ら
は
気
付
き
に
く
い
問
題
。

虐
待
が
深
刻
化
し
な
い
た
め
に

も
、
地
域
に
暮
ら
す
住
民
の
皆

さ
ん
な
ど
が
見
守
り
を
行
う
中

で
虐
待
の
兆
候
に
気
づ
き
早
期

発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

虐
待
に
対
す
る
認
識
や
知
識
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　
４
月
22
日
（
木
）
上
豊
内
公

民
館
で
、
出
前
講
座
「
介
護
予

防
の
た
め
の
運
動
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
谷
田
病
院
の
理
学
療
法
士
で

あ
る
仙
頭
城
二
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
上
豊
内
老
人
会
の
７
人

が
介
護
予
防
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
日
常
生
活
を
支
障
な
く
過
ご

せ
る
期
間
を
指
す
健
康
寿
命
は
、

平
均
寿
命
よ
り
約
10
年
短
く
、

多
く
の
高
齢
者
が
介
護
を
必
要

と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
の

ひ
と
つ
に
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
筋
力
低
下

が
寝
た
き
り
や
要
介
護
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
仙
頭
さ
ん
は
、「
介
護
予
防

に
は
、
１
０
０
歳
体
操
な
ど
の

運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
が
大
切
で
す
」
と
話
ま
し
た
。

地
域
で
虐
待
予
防

町
公
民
館
出
前
講
座

毎
日
の
運
動
で
糖
尿
病
予
防

町
公
民
館
出
前
講
座

▲介護予防について仙頭さんの

説明に聞き入る参加者ら

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▲虐待について説明する御船署

員の萩峰さん（右）

▲

町公民館主催講座のお知らせ

ステップアップ講座「整理・
収納講座２」を開催します

　「ステップアップ講座」では、

今後の生活を楽しむためのきっか

けづくりを応援しています。今回

はアルバム写真などの思い出の

品々の整理のコツを学びます。

●講師

　整理収納アドバイザー

　出口りつこ（熊本市）

●開催日時

　５月19日（水）午前10時〜午

前11時30分

●開催場所

　町生涯学習センター・研修室

●定員

　先着20人
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❖
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
高

齢
者
の
暮
ら
し
を
地
域
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
拠
点
と
し
て
自
治
体
に
設
置

さ
れ
て
い
る
機
関
で
す
。
保
健
師
や
社

会
福
祉
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
配
置

さ
れ
、
介
護
だ
け
で
な
く
、
医
療
、
保

健
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
高
齢
者
の
生
活
課
題
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
健
康
な
ど
に
問
題
を
抱
え

た
ま
ま
適
切
な
支
援
を
受
け
な
い
生
活

を
続
け
て
し
ま
え
ば
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
き
生
き
と
し
た
暮
ら
し
を
送
り

続
け
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
元
気

で
健
康
的
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
同
セ
ン

タ
ー
や
町
が
実
施
す
る
相
談
会
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

❖
高
齢
者
の
日
常
生
活
の
悩
み
を
解
決

　
す
る
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
甲
佐
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

町
で
は
、
高
齢
者
の
介
護
や
医
療
、
認

知
症
な
ど
の
相
談
や
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、

人
権
に
関
す
る
悩
み
や
行
政
運
営
に
関

す
る
疑
問
と
い
っ
た
日
常
生
活
で
の
問

題
解
決
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
総
合
相
談

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
関
係
者
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
心
身
の
状
況
や
生
活
の

実
態
、
必
要
な
支
援
な
ど
を
幅
広
く
把

握
し
、
地
域
に
お
け
る
適
切
な
保
健
・

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
機
関
・

制
度
の
利
用
に
つ
い
て
の
助
言
や
手
続

き
に
関
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
町
福
祉
課
に
て
随
時
、
甲
佐
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
対
応
し
ま

す
。 

●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談
会

　
認
知
症
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
毎
月
第
３
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
に
、
町
役
場
本
庁
舎
・
１
階

会
議
室
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
に
は
、
甲
佐
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
と
熊
本
県
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
対
応
し
ま

す
。

　
熊
本
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

と
は
、
県
が
認
知
症
の
専
門
相
談
の
充

実
な
ど
を
目
的
に
指
定
し
た
医
療
機

関
で
す
。
県
内
12
の
医
療
機
関
が
指

定
を
受
け
て
お
り
、
上
益
城
地
域
で

は
益
城
病
院
（
益
城
町
）
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
認
知
症
の
人
を
支
え
る
家
族
の
つ
ど
い

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
支
援
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
当
事
者
ま
た
は
家

族
の
視
点
で
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
奇
数
月
の
第
３
水
曜
日
午
後
１
時
30

分
～
午
後
3
時
に
、
町
役
場
本
庁
舎
・

１
階
会
議
室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
法
律
・
人
権
・
行
政
相
談

　
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に

つ
い
て
、
町
が
委
嘱
し
た
弁
護
士
や
行

政
相
談
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
民

生
・
児
童
委
員
が
対
応
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
電
話
相
談
に
て
実
施
し
ま

す
。
日
時
な
ど
の
詳
細
は
防
災
行
政
無

線
な
ど
で
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
消
費
生
活
相
談
室

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
や
悪
徳
商
法
な
ど
の
消
費
者
問
題
、

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
や
消
費
者
金
融
な
ど
に

関
す
る
相
談
に
、
専
門
の
相
談
員
が
対

応
し
ま
す
。

　
相
談
は
、
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
～

正
午
・
午
後
１
時
～
午
後
４
時
に
、
老

人
い
こ
い
の
家
（
TEL
０
９
６-

２
３
４-

３
２
２
３
）
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

Health
健康に関するお知らせ

健
康
だ
よ
り

相談会 の話

このコーナーでは、町職員である

保健師、管理栄養士、社会福祉士

などが、健康や福祉、介護などに

関する情報をリレー形式でご紹介

します。

今月の紹介者は

甲佐町地域包括支援センターで

は、さまざまな相談会を通して高

齢者の暮らしをサポートしていま

す。生活上のお悩みや介護サービ

スの使い方などご不明なことが

あれば町福祉課（ TEL 096-234-

1114）までご相談ください。

岩永　一寿 社会福祉士

暮
ら
し
の
悩
み
の
解
決
を
図
る

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
５月の子育て支援カレンダー

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

・町福祉課

　TEL096-234-1114

・町住民生活課

　TEL096-234-1113

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

５・６月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　５月20日（木）　午前９時

　　６月17日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　５月20日（木）　午前10時

　　６月17日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　６月４日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　　次回は７月に実施します

　 すくすく２歳児子育て相談

　　６月18日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　次回は７月に実施します

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

７日（金） 母の日のプレゼント作り

10日（月） 牛乳パックでおもちゃ作り

12日（水） お散歩

14日（金） おりがみで遊ぼう

17日（月） 絵合わせ遊び

19日（水） おやつ作り（チーズ春巻き）

21日（金） 園庭遊び

24日（月） シール遊び

26日（水） 壁面作り

28日（金） 新聞紙キッチン

31日（月） 砂場遊び

 育児相談（電話・面接）

 月〜金曜日　午前９時30分〜午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分〜正午

甲佐保育園� TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

井芹 翔
かける

 くん（１歳）

父・渉 さん　母・舞 さん

　（横田区）

 毎日元気いっぱいな翔くん！

 これからもすくすく大きくなってね☆

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
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　行楽シーズンが近づき、体を動か

すには最適な気候になりましたが、

皆さんは適度な運動に取り組めてい

ますか。

　今回は、前回に続いて自宅でも簡

単に行える

体幹トレー

ニ ン グ『 サ

イドブリッ

ジ』をご紹

介します。

① ま ず、 横

向きに寝て、

肘から手ま

での腕を使って上半身を浮かせま

しょう。

②次に、脇腹に力を入れて足から肩

まで一直線になるようにしましょう。

この時、肩の真下に肘を置き、顔は

正面を向きましょう。

③30秒間態勢維持→30秒間休憩を

繰り返しましょう。

　このトレーニングでは、体幹だけ

でなく、お尻・太ももまわりの大き

な筋肉も鍛えることができます。下

半身を鍛えることでヒップアップや

太もも痩せなど幅広い効果が期待で

きますよので、ぜひお試しください。

那須 賢志さん

〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

▲腹筋に力を入れながら頭からつま先ま

で一直線になるよう心掛けましょう

体幹トレーニング「サイドブリッジ」

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

●お問い合わせ先

・町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線232）

・（一社）パレット

　 Mail palette.kosa@gmail.com

■
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を

　
目
指
し
て

　
（
一
社
）
パ
レ
ッ
ト
（
大
滝

祐
輔
代
表
）
で
は
、
２
０
１
８

年
４
月
の
設
立
以
来
、
甲
佐
町

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
一
員
と

し
て
、
交
流
人
口
増
加
に
よ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
商
店
街
が
抱
え
る
問
題
の

　
と
ら
え
方
を
考
え
る

　
３
月
27
日
（
土
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、
宮

崎
県
日
南
市
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
専
門
官
を
務
め
る
田
鹿
倫
基

さ
ん
を
招
い
た
講
演
会
を
開
催

し
、
地
域
活
性
化
や
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
約
10
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
講
師
の
田
鹿
さ
ん
は
「
問
題

解
決
力
と
問
題
設
定
力
～

シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
は
誰
に

と
っ
て
の
問
題
か
～
」
と
題
し

て
講
演
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
だ
っ

た
日
南
市
の
油
津
商
店
街
に
、

飲
食
店
や
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
を
呼

び
込
む
こ
と
で
新

た
な
に
ぎ
わ
い
創

出
に
取
り
組
ん
だ

体
験
談
を
紹
介
し

な
が
ら
、
地
域
が

抱
え
る
問
題
の
と

ら
え
方
や
考
え
方

に
つ
い
て
解
説
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
田

鹿
さ
ん
の
考
え
を

熱
心
に
聞
き
な
が

ら
、
自
ら
の
地
域

が
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
見
つ
め
直

し
た
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

▲日南市の油津商店街の再生事業に取り組んだ体験談を通して地

域が抱える問題のとらえ方について学ぶ参加者の皆さん

甲
佐
の
商
店
街
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
―

油
津
商
店
街
再
生
の
立
役
者
に
学
ぶまちづくりを見つめ直すきっかけに

（一社）パレット

大滝 祐輔さん

（一社）パレットでは、

以前、油津商店街の視

察を行いました。田鹿

さんの話をはじめて聞

いた時に思い描いたま

ちづくりができている

のか見つめ直すために、

講演を依頼しました。

今回の学びを次につな

げていきたいです。

体 幹 ト レ ー ニ ン グ「 サ イ ド ブ リ ッ ジ 」 で
体 作 り に 取 り 組 み ま し ょ う
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日 月 火 水 木 金 土
4/25

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

4/26 4/27 4/28

 口座振替日

 （町税務課）

4/29 4/30

 納期限
 夜間窓口

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 予約者優先夜間窓口

 （町住民生活課）

１

２

 【日曜当番医】

 谷田病院

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

３ ４ ５ ６

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

７ ８

９

 【日曜当番医】

 甲佐眼科クリニック

10

 法律相談

 （老人いこいの家）

11

 人権・行政相談

 （老人いこいの家）

 ※電話相談のみ対応

12 13

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

14

 〈申込期限〉会計年度

 
職員（管理栄養士）

  （町総合保健福祉センター）

15

16

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

17 18 19

 認知症についての
 相談会と家族のつどい

 （町福祉課）

20

 ４か月児健診
 ７か月児健診

 （町総合保健福祉センター）

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

21 22

23

 【日曜当番医】

 谷田病院

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

24 25 26 27

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

28

 口座振替日

 （町税務課）

29

30

 【日曜当番医】

 桃崎整形外科

31

 納期限
 夜間窓口
 軽自税減免申請期限

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 予約者優先夜間窓口

 （町住民生活課）

6/1 6/2 6/3

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

6/4 6/5

※やむを得ず中止・延期になる場合があります。詳細については、町公式ウェブサイトや防災行政無線などを
　ご確認ください。

Events Calender
甲佐町イベントカレンダー【５月】
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５
May 2021

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL 096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL 096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL 096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL 096-234-0755

●町民センター

　 TEL 096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL 096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL 096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL 096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL 096-282-1955

●御船警察署

　 TEL 096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL 096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL 096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL 096-282-0016

●県庁

　 TEL 096-383-1111（代表）

ｉ

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は

５

月

31

日
（

月

）

ま

で

　
身
体
や
知
的
・
精
神
な
ど
に
障

が
い
の
あ
る
人
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
該
当
す
る
場
合
は
、
町
税
務
課

で
の
申
請
に
よ
り
、
障
が
い
者
１

人
に
つ
き
１
台
に
限
り
減
免
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
普
通
自
動
車

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
減
免
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

①
身
体
や
知
的
・
精
神
な
ど
に
障

　
が
い
の
あ
る
人
ま
た
は
障
が
い

　
の
あ
る
人
と
生
計
を
一
に
す
る

　
者
が
所
有
し
、
障
が
い
の
あ
る

　
人
自
ら
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

②
身
体
障
が
い
者
本
人
が
18
歳
未

　
満
の
場
合
、
療
育
手
帳
（
知
的

　
障
害
者
福
祉
手
帳
）
ま
た
は
精

　
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
交

　
付
さ
れ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ

　
の
本
人
と
生
計
を
一
に
す
る
人

　
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
で
、
も

　
っ
ぱ
ら
障
が
い
の
あ
る
人
の
た

　
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
お
よ

　
び
単
身
で
生
活
す
る
障
が
い
者

　
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車

③
障
が
い
の
あ
る
人
の
み
で
構
成

　
さ
れ
る
世
帯
に
お
い
て
、
障
が

　
い
の
あ
る
人
が
所
有
し
、
そ
の

　
人
を
介
護
す
る
者
が
運
転
す
る

　
軽
自
動
車

④
車
い
す
の
昇
降
装
置
や
固
定
装

　
置
を
装
着
す
る
な
ど
特
別
な
仕

　
様
が
さ
れ
た
軽
自
動
車

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
戦
傷
病
者
手
帳

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

②
車
検
証
（
本
人
名
義
で
あ
る
こ
と
）

※
身
体
障
が
い
者
本
人
が
18
歳
未

　
満
の
場
合
、
療
育
手
帳
（
知
的

　
障
害
福
祉
手
帳
）
ま
た
は
精
神

　
障
害
者
福
祉
手
帳
を
交
付
さ
れ

　
て
い
る
人
の
場
合
は
、
生
計
を

　
一
に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自

　
動
車
も
対
象
で
す
。

③
運
転
者
の
運
転
免
許
証

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

　
通
知
カ
ー
ド

⑤
印
か
ん

⑥
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
納
付
書

※
①
～
⑥
を
ご
準
備
の
上
、
町
税

　
務
課
に
て
軽
自
動
車
税
減
免
申

　
請
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
期
間

　
５
月
14
日
（
金
）
～
31
日
（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　（
内
線
１
１
5
）

在
宅
高
齢
者
の
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
な
ど
が
急
病
な
ど
の
緊
急
事
態

に
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
通
報
で
き

る
、
緊
急
通
報
装
置
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
、
自
宅
に
設

置
し
た
装
置
を
通
し
て
、
緊
急
通

報
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
に
連
絡

が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　
本
町
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上

で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
心
臓
病
な
ど
の
持
病
が
あ
る
か

　
転
倒
の
危
険
性
が
著
し
く
高
い
人

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
、
も
し
く

　
は
同
居
者
が
重
度
の
障
が
い
者

　
ま
た
は
要
介
護
者
で
あ
る
人

▼
利
用
料

・
月
額
５
０
０
円
（
設
置
費
用
は

　
町
が
負
担
）

※
別
途
、
装
置
の
電
池
交
換
費
用

　
が
発
生
し
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
６
）

令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
は
、

我
が
国
に
お
け
る
事
業
所
・
企
業

日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

５月２日 谷 田 病 院 096-234-1248

５月９日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

５月16日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

５月23日 谷 田 病 院 096-234-1248

５月30日 桃 崎 整 形 外 科 096-235-8111

doctor

町税などの滞納処分（３月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 １件

公 売 回 数 ０件

公 売 件 数 ０件

滞 納 処 分 関 連 収 入 841,737円

tax

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa.

　　lg.jp/
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の
経
済
活
動
を
全
国
的
お
よ
び
地

域
的
に
明
ら
か
に
す
る
基
幹
統
計

調
査
で
す
。
工
場
や
喫
茶
店
、
個

人
事
務
所
な
ど
を
含
む
、
す
べ
て

の
事
業
所
・
企
業
が
対
象
で
す
。

　
調
査
結
果
は
民
間
企
業
に
お
け

る
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
、
社
会

経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
資
料

と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
６
月
１
日
（
火
）
時
点

で
行
い
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

　
　
（
内
線
２
５
４
）

会
計
年
度
職
員
（
管
理
栄
養
士
）

募

集

の

ご

案

内

　
町
で
は
、
管
理
栄
養
士
資
格
を

有
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
お

よ
び
写
真
を
貼
り
付
け
、
資
格
証

ま
た
は
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
、

期
限
ま
で
に
町
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
宛
て
に
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
期
限

　
５
月
14
日
（
金
）

▼
応
募
資
格

　
次
の
全
て
を
満
た
す
人

・
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
人

・
自
動
車
の
運
転
が
可
能
な
人

・
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作

　
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
・
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）

　
が
で
き
る
人

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
5
‐
８
７
１
１

e

開
催

８

月

８

日
（

日

）

甲

佐

町

成

人

式

を

開

催

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
今
年
１
月
に
中
止
し
た
「
令

和
３
年
甲
佐
町
成
人
式
」
を
次
の

通
り
開
催
し
ま
す
。

　
対
象
者
へ
の
ご
案
内
は
、
6
月

頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
式
典
の

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
時

　
８
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
～

▼
会
場

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

▼
対
象
者

　
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　
　
（
内
線
３
２
４
）

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数

種　別
発生件数

３月 年累計

人身事故 ０ ２

物損事故 11 39

盗難など ０ １

３月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ２ （２）

原 野 ２ （２）

そ の 他 ８ （３）

合計件数 11 （６）

４月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

甲佐町には、今から 1200 年〜

1600 年前の古墳時代後期に造ら

れた横穴群として、「船津東前横

穴群」（町指定文化財）、「下豊内

横穴群」、そして今回紹介する「中

山横穴群」が存在します。

「中山横穴群」は、中山区を東

西に流れる錦郷川（にしきごうが

わ）に架かる威竜橋(いりゅうばし)

と道免橋（どうめんばし）間の右

岸に見える乙女台地の崖面に掘ら

れており、数個の横穴群を見るこ

とが出来ます。

横穴は、阿蘇溶結凝灰岩（あそ

ようけつぎょうがん）の崖に掘り

込まれ、その構造は高さ 1.5 ㍍、

奥行 2 〜 3 ㍍で正面奥と左右両側

に遺体が安置される三屍床（さん

ししょう）の造りとなっています。

近くを通る県道今吉野甲佐線道

路工事に伴う発掘調査（平成 17

年〜平成 20 年）では、旧石器時

代の石槍や縄文土器、鏃（やじり）

なども出土しています。先人達は

１万年以上前からこの地で連綿と

生活していたようです。

地元の方の話によると、横穴に

は古い貝殻がたくさん残されてお

り、錦郷川では今もシジミが見ら

れるそうです。

この横穴群と同様のものが 600

㍍程下流の崖にも見られ、古くか

ら多くの人々がこの川の恩恵を受

けながら暮らしていた古代ロマン

がうかがえる場所です。

甲佐町の文化財探訪　〜第 92 回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「中山横穴群（なかやまよこあなぐん）」 北里 義友 町文化財保護委員（津志田区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（３月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 219,400 49,860 1,290

資 源 ご み 20,130 ▲3,240 ▲10,070

粗 大 ご み 5,280 ▲1,170 ▲2,210

合 計 244,810 45,450 ▲10,990

※単位・㌔ 

▶
錦
郷
川
に
沿
う
よ
う
に
乙
女
台

　
地
の
崖
に
掘
ら
れ
た
横
穴
群
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【鳥獣被害】甲佐町有害鳥獣駆除隊の後継者育成を支援

Monthly Information

ｉ

お
知
ら
せ

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

　
県
で
は
、
令
和
３
年
度
狩
猟
免

許
試
験
を
６
月
か
ら
令
和
４
年
１

月
ま
で
の
間
に
６
回
程
度
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
有
効
期
限
が
平
成
33

年
9
月
14
日
ま
で
」
の
狩
猟
免
許

の
所
持
者
を
対
象
に
、
免
許
更
新

の
講
習
な
ど
を
６
月
以
降
に
開
催

予
定
で
す
。

　
日
時
や
会
場
な
ど
の
詳
細
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
順
次
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
自
然
保
護
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
７
５

繁

殖

期

の

野

鳥

保

護

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

　
県
で
は
、
５
月
10
日
（
月
）
か

ら
の
１
カ
月
間
を
野
鳥
保
護
指
導

取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
野
鳥
の

違
法
捕
獲
な
ど
の
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
野
生
鳥
獣
な
ど
は
、
そ
の
保
護

や
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
原
則
と
し
て
捕
獲
・
殺

傷
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
メ
ジ
ロ
な
ど
を
愛
が
ん
飼
養
目

的
で
捕
獲
す
る
こ
と
も
原
則
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
央
広
域
本
部
上
益
城
振
興
局

　
林
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
１
４
２

災

害

復

興

受

託

融

資

の

受

付

を

１

年

延

長

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災
し

た
住
宅
を
復
旧
す
る
た
め
の
「
災

害
復
興
住
宅
融
資
（
建
設
資
金
、

購
入
資
金
、
補
修
資
金
）
」
の
借

入
申
込
の
受
付
期
間
を
１
年
間
延

長
し
ま
し
た
。

　
お
申
し
込
み
を
希
望
す
る
場
合

Information

▼

こ
の
機
会
に
里
親
制
度
に
つ
い

　

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツ＆カルチャークラブ」

５月のアユスポ・カレンダー

  ●スポンジテニス教室＆

　　　　　バドミントン教室

　　甲佐小体育館

　　月曜日（祝日除く）　午後７時30分

●少年柔道スクール

　甲佐中武道館「甲心館」

　・中学生の部

　　月・水・木・金・日曜日

　・小学生の部

　　月・水・金曜日

　　　　　　いずれも午後７時

●卓球教室

　町生涯学習センター・ホール

　水・金曜日（祝日除く）午後７時30分

●ノルディックウォーキングスクール

　甲佐町役場周辺

　第１・2・３月曜日　午前10時

●トランポリンスクール

　特別養護老人ホーム桜の丘

　　金曜日　午後５時30分

●サッカースクール

　甲佐中グラウンド など

　　火・木・金曜日　午後７時

　　土・日曜日　不定期

●女子サッカースクール

　甲佐中グラウンド など

　　水・金曜日　午後７時30分

　　土・日曜日　不定期

●放課後自習室

　デイサービスセンター「しゃらの樹」など

　　月〜金曜日　午後４時30分

　■お問い合わせ先

　　町教育委員会社会教育課

　　 TEL 096-234-2447（内線325）●お問い合わせ先　町農政課　 TEL 096‐234‐1176

トランポリンスクール

米原優さん（岩下二区）

中島未渚さん（岩下二区）

トランポリンって楽しいよ！

　町では、鳥獣被害対策の一環とし
て、甲佐町有害鳥獣駆除隊への駆除
を委託しています。
　同隊は、熊本県猟友会甲佐支部の
有志30人で構成され、法律に基づく
町の許可を受けて駆除を実施。町が
有害鳥獣に指定しているイノシシ、
ニホンジカ、ニホンザル、カラスを
対象に、猟銃やわなを使った捕獲を
行っています。

　同隊では、昨年度、イノシシ207頭、
ニホンジカ33頭、カラス19羽を捕獲
しました。
　わなや猟銃による野生鳥獣の捕獲
は、狩猟免許を取得し、狩猟者登録
をしなければなりません。また、狩
猟期間外に捕獲する場合は、同隊に
加入し、従事者証の交付を受ける必
要があります。

■甲佐町有害鳥獣駆除隊について

　鳥獣駆除の担い手である狩猟者の
減少や高齢化は本町においても顕著
であり、同隊も70代以上の隊員が６
割を占めています。昨年度、２名が
同隊へ加入しましたが、狩猟免許の
取得者は減少傾向にあり、同隊の後
継者不足にもつながっています。
　町では、同隊の担い手を育成する
ため、ライフル銃や散弾銃といった
猟銃の使用に必要な「第一種銃猟免
許」、くくりわなやはこわななどの使
用に必要な「わな猟免許」の取得に
要する経費の一部補助をおこなって

おり、イノシシなどによる農作物へ
の被害防止に努めています。
　本町の安全な暮らしを守ることに
もつながる狩猟免許を取得してみま
せんか。

■鳥獣被害を防ぐ担い手の育成を支援

▼

地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
甲
佐
町
有
害
鳥
獣

　

駆
除
隊
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
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Monthly Information

は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
延
長
後
の
申
請
期
限

　
令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
宅
金
融
支
援
機
構
お
客
さ
ま

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
通
話
無
料
）

　

TEL
０
１
２
０
‐
０
８
６
‐
３
５
３

ス

ズ

メ

バ

チ

駆

除

は

巣
の
早
期
発
見
が
重
要
で
す

　
春
を
迎
え
る
と
、
女
王
蜂
が
冬

眠
か
ら
目
覚
め
て
巣
づ
く
り
を
始

め
ま
す
。
春
は
巣
の
ス
ズ
メ
バ
チ

の
数
も
限
ら
れ
る
た
め
比
較
的
容

易
に
駆
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ス
ズ
メ
バ
チ
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
、
自
宅
の
庭
や
軒
先
を

こ
ま
め
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
発
見
し
た
ら

　
成
長
し
た
巣
の
駆
除
に
は
危
険

を
伴
い
ま
す
。
自
力
で
の
撤
去
が

困
難
な
場
合
は
、
専
門
業
者
に
依

頼
し
ま
し
ょ
う
。

※
こ
れ
ま
で
町
が
実
施
し
て
い
た

　
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
は
取

　
り
止
め
ま
し
た
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
環
境
衛
生
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

行

政

相

談

委

員

委

嘱

の

お

知

ら

せ

　
４
月
１
日
付
け
で
、
藤
本
玉
留

さ
ん
（
仁
田
子
区
）
が
本
町
の
行

政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談

委
員
法
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
が

行
政
運
営
の
改
善
な
ど
に
熱
意
が

あ
る
人
に
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。

　
委
員
は
、
住
民
と
町
の
パ
イ
プ

役
と
な
り
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
感
じ
た
町
の
仕
事
に
つ
い
て
の

苦
情
や
要
望
な
ど
を
直
接
受
け
付

け
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
定
期
的

に
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
開
設
日
時

　
毎
月
第
１
火
曜
日
　
午
前
９
時

　
〜
正
午

▼
会
場

　
老
人
い
こ
い
の
家
ま
た
は
町
民

セ
ン
タ
ー

※
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
対
面
で

　
の
相
談
を
中
止
し
、
電
話
相
談

　（
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
２
２
３
）

　
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

ｃ

く
ら
し
安
全

「

ゆ

っ

ぴ

ー

メ

ー

ル

」

に

登

録

し

よ

う

　「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」
は
、

子
ど
も
・
女
性
・
高
齢
者
な
ど
の

安
全
確
保
や
地
域
の
犯
罪
防
止
を

図
る
た
め
、
県
内
で
発
生
し
た

・
声
か
け
事
案
、
不
審
者
の
出
没

　
な
ど
、
子
ど
も
に
対
す
る
犯
罪

　
の
前
兆
と
思
わ
れ
る
事
案
情
報

・
行
方
不
明
、
高
齢
者
な
ど
の
手

　
配
、
迷
い
人
に
関
す
る
情
報

・
高
齢
者
な
ど
の
安
全
・
安
心
に

　
関
す
る
情
報

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
有
益

　
な
情
報

・
強
盗
な
ど
重
要
ま
た
は
特
殊
な

　
犯
罪
発
生
に
関
す
る
情
報

・
電
話
で
「
お
金
」
詐
欺
な
ど
の

　
被
害
防
止
に
関
す
る
情
報

な
ど
、
安
全
・
安
心
に
関
す
る
情

報
を
警
察
か
ら
登
録
者
の
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
で
配
信

す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心

メ
ー
ル
」
へ
の
ご
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、

Mail

k
1
1
0
@

a
n
s
in

.p
o
lic

e
.p

re
f.

k
u
m

a
m

o
to

.jp
 

へ
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～５月～
 Event

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096‐234‐2447

▼

こ
の
機
会
に
里
親
制
度
に
つ
い

　

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

●里親制度についてのパネル展

▶期　間　５月 25 日（火）〜５月 31 日（月）

▶主　催　養育家庭支援センター「きらきら」

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

　　町地域振興課

　　 TEL  096-234-1154（内線232）

ふるさと納税のお礼の品
として贈呈している本町
の特産品を紹介します。

▶ご寄付いただいた皆様

　　お名前　　　ご住所　

・上田　啓介様　熊本市

・松下　典義様　大阪府

　　　　　　　　　　 ほか

▶令和２年度寄附金額合計

　　　　94,164,500円

　　　　　　（３月31日現在）

 「あゆもなか」

こうさんもん No.3

しっぽまであんがいっぱい

▶パン工房ふうさん

TEL 096-234-2112

「ボシドラ焼き」

こうさんもん No.4
さわやかな梅ジャムのドラ焼き

▶（資）池田製菓舗

 TEL 096-284-0118

「ふるさと甲佐応援寄附金」
にご協力いただきまして、
ありがとうございます。

▶町公式ウェブサイト

　「ふるさと納税」ページ

　　　https://www.town.kosa.lg.  

　　　jp/q/aview/136/233.html
URL
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花言葉は「優しさ」

　

［
短
歌
］ 

渡
辺
幸
士 

選

さ
く
ら
散
り
な
き
声
未
熟
な
う
ぐ
い
す
に
上
手
く

な
れ
よ
と
エ
ー
ル
を
送
る 

緒
方　

明
美

去
来
す
る
思
い
を
胸
に
額
づ
き
て
す
こ
や
か
に
し

て
米
寿
を
祝
う 

池
田
キ
ヨ
子

曾
孫
の
動
画
を
見
て
の
買
い
物
に
「
こ
れ
似
合
う

か
な
」
と
服
選
び
す
る 

赤
星　

文
子

竹
林
に
澄
み
渡
る
声
う
ぐ
い
す
の
姿
見
え
ぬ
が
暫

し
聞
き
入
る 

吉
永
由
紀
子

春
が
来
て
桜
の
花
も
咲
い
た
け
ど
花
見
す
る
人
そ

れ
程
居
な
い 

上
村
や
す
美

久
し
ぶ
り
五
時
間
つ
づ
け
眠
り
た
り
眠
り
の
浅
き

老
い
と
な
り
い
て 

塚
原　

暁
益

陽
を
受
け
て
庭
の
立
ち
木
の
若
葉
萌
ゆ
雀
飛
び
交

い
木
の
芽
つ
い
ば
む 

白
梅　

武
人

亡
き
母
の
形
見
の
指
輪
み
つ
か
り
て
く
さ
り
に
通

し
首
飾
り
に
す 

内
田
乃
武
子

古
書
店
の
隅
で
立
ち
読
み
す
る
吾
に
「
情
婦
マ
ノ

ン
」
が
微
笑
み
か
け
る 

渡
辺　

幸
士

　

［
川
柳
］ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
花
見
」

花
見
酒
下
手
な
男
の
歌
も
出
る 

川
村　

文
子

ご
ざ
巻
い
て
ま
た
来
年
の
花
見
ま
で 

清
川
み
ど
り

　
　
　

「
は
れ
や
か
」

は
れ
や
か
に
皆
が
歌
え
る
日
が
欲
し
い 

日
隈　

俊
郎

晴
れ
や
か
に
優
勝
選
手
帰
り
来
る 

渡
辺　

幸
士

　

［
肥
後
狂
句
］ 

北
川
直
美 

選

よ
け
い
な
お
世
話　

乗
り
ま
せ
ん
か
て
邪
魔
せ
ん
で 

広
田
み
ど
り

よ
け
い
な
お
世
話　

保
険
な
三
つ
払
い
済
み 

下
山　

千
恵

よ
け
い
な
お
世
話　

仲
人
口
に
ゃ
騙
さ
れ
ん 

志
垣　
　

光

よ
け
い
な
お
世
話　

帰
る
時
間
は
気
に
な
ら
ん 

佐
藤　
　

葵

よ
け
い
な
お
世
話　

絶
対
に
こ
れ
は
譲
れ
ん 

平
井
や
よ
い

よ
け
い
な
お
世
話　

儲
け
出
す
と
は
俺
の
腕 

長
原　

産
賀

よ
け
い
な
お
世
話　

破
け
じ
ゃ
な
か
よ
デ
ザ
イ
ン
よ 

佐
野　
　

京

よ
け
い
な
お
世
話　

一
人
暮
し
が
な
ぜ
悪
い 

光
永　
　

六

よ
け
い
な
お
世
話　

こ
ま
か
っ
た
っ
ち
ゃ
乳
は
出
た 

井
元
あ
ざ
み

よ
け
い
な
お
世
話　

永
代
供
養
頼
ん
ど
る 

日
高　

美
里

よ
け
い
な
お
世
話　

日
取
り
ゃ
二
人
で
決
め
と
っ
と 

上
田　

梅
清

よ
け
い
な
お
世
話　

井
戸
端
声
が
耳
ィ
入
る 

中
村　

南
幸

よ
け
い
な
お
世
話　

稼
い
だ
し
こ
は
使
う
主
義 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

～ 

皐
月 

～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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ひ と の 動 き （敬称略）

 住　所 氏　名     性別  保護者

田　口　古川　央
お う り

凌　男　翔　太

仁田子　柴田ひまり　女　秀　幸

岩　下　佐野　海
か い と

翔　男　　喬

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 4,991 ▲１

女 5,407 ▲20

計 10,398 ▲21

世帯数 4,351 ▲１

令和３年３月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

３月11日（木）〜４月10日（土）

作り方

①スナップエンドウをきれいに

洗ったら、丁寧に筋を取り除

きます。

②ボウルに赤酒、しょう油、お

ろしニンニク、塩、ゴマ油を

入れよく混ぜておきます。

③鍋に湯を沸かし、塩少々を入

れてさっと茹でて、ザルに取

り上げます。

④茹で上がったスナップエンド

ウがまだ熱いうちに、②のボ

ウルに入れ、手早く混ぜ合わ

せます。

⑤好みに合わせて、塩で味を調

えましょう。

⑥器に盛り付け、ゴマを振りか

けたら出来上がりです。

※少し多めの塩を入れて茹でる

と、緑色が鮮やかになり食感

が良くなりますよ。

スナップエンドウのナムル

ご存じですか？

材　料（４人分）

スナップエンドウ … 20〜28本
赤酒　　……………　大さじ１
しょうゆ　…………　大さじ１
おろしニンニク　……　１片分
塩　　　　……………　　適量
ごま油　　……　小さじ１/ ２

　　春から初夏にかけて美味し

くなるスナップエンドウには、

たくさんの栄養が含まれてい

るってご存じですか。

　鮮やかな緑色が示すとおり、

緑黄色野菜のスナップエンドウ

は、抗酸化作用を示すβカロテ

ンやビタミンCを含んでいます。

また、食物繊維やタンパク質、

ビタミン B1なども含まれてお

り、栄養価の高い野菜です。

　ビタミン C やビタミン B1は、

水に溶けやすい性質があります。

水にさらしたり茹でたりする時

間を最小限にすることで栄養素

の損失を少なくできます。また、

さやの筋を取り除けば、生でも

美味しくいただけます。

　春の味覚を味わいましょう。

　
　

風
薫
る
５
月
。
萌
え
出
た
若
葉

の
緑
が
少
し
ず
つ
濃
く
な
り
、
頬
を

な
で
る
爽
や
か
な
風
が
初
夏
を
予
感

さ
せ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

春
、
町
内
の
小
中
学
校
に
入
学
し
た

子
ど
も
た
ち
も
、
初
め
て
の
学
校
生

活
に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
こ
ろ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
号
の
表
紙
で
は
、
そ
ん
な
新

入
児
童
た
ち
の
元
気
が
伝
わ
る
よ
う

な
１
枚
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
真

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
に
夢
と
希
望
を

詰
め
込
ん
で
仲
良
く
駆
け
だ
す
子
ど

も
た
ち
の
背
後
に
は
、
そ
れ
を
や
さ

し
く
見
守
る
保
護
者
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。

　

平
成
13
年
３
月
に
桜
の
苗
木
53
本

が
植
栽
さ
れ
て
か
ら
20
年
。
咲
き
誇

る
桜
の
ト
ン
ネ
ル
の
下
を
勢
い
よ
く

駆
け
だ
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
成
長
を
見
せ
て
く
れ
る

の
か
。
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を

通
し
て
、
彼
ら
の
姿
を
お
伝
え
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

（
と
）

編

集

後

記

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

ご結婚おめでとう
marriage

［

 住　所 氏　名 

　　夫　早　川　坂本眞太朗

　　妻　早　川　山下　桃花

　　夫　熊本市　松本　翔太

　　妻　麻生原　松岡　育美

　　夫　宇城市　生田　智士

　　妻　岩　下　土田ひなの

　　夫　府　領　竹永　歩

　　妻　熊本市　畑岡　咲良

［

［

［

 住　所 氏　名   年齢  世帯主

西　原　田上　道子　86　道　子

吉　田　中村ノブ子　89　　修

田　口　前田　武司　90　ミチヨ

府　領　牧野　照博　85　文　子

船　津　仲原セイ子　88　セイ子

上早川　藤本トシエ　97　トシエ

船　津　金森　節子　85　節　子

上早川　春田　隆文　82　良　子

豊　内　桑原　貞子　91　幸　生

津志田　平川　勝巳　74　綱　二

豊　内　井芹　　三　96　　　三

豊　内　佐野　治吉　81　京　子
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「
春
は
新
１
年
生
が
通
学
に
慣

れ
て
い
な
い
時
期
で
あ
り
、
子
ど

も
の
交
通
事
故
の
危
険
が
高
ま
り

ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
」
と
話
す
の
は
、
町

内
の
駐
在
所
に
勤
務
す
る
中
村
考

作
さ
ん
（
岩
下
二
区
）
と
園
田
勇

樹
さ
ん
（
辺
場
区
）。

　

２
人
は
御
船
警
察
署
に
所
属
す

る
警
察
官
で
、
地
域
に
居
住
し
な

が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
や
街
頭
で
の
監

視
活
動
、
道
案
内
や
落
し
物
と

い
っ
た
地
域
住
民
の
困
り
ご
と
相

談
な
ど
を
通
し
て
、
本
町
の
安
全

安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
。

　

甲
佐
駐
在
所
の
中
村
さ
ん
は
熊

本
市
出
身
。「
こ
の
春
、
八
代
か

ら
赴
任
し
て
き
た
ば
か
り
で
、
甲

佐
町
に
つ
い
て
は
勉
強
中
で
す
。

ま
だ
土
地
勘
が
無
い
の
で
、
休
日

に
は
町
内
を
あ
ち
こ
ち
散
策
し
て

い
ま
す
」
と
優
し
く
微
笑
む
。

　

白
旗
駐
在
所
の
園
田
さ
ん
は
西

原
村
出
身
で
、
赴
任
２
年
目
。

「
駐
在
所
前
を
登
下
校
し
て
い
く

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

し
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
で
す

ね
。
こ
の
子
た
ち
の
暮
ら
し
を
守

ら
な
け
れ
ば
と
い
う
使
命
感
を
持

ち
な
が
ら
日
々
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
」
と
笑
顔
。

　

乙
女
小
学
校
の
交
通
安
全
教
室

で
は
「
１
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り

の
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
横
断

歩
道
を
渡
る
と
き
足
元
を
見
て
し

ま
う
子
も
い
ま
す
。
周
囲
の
安
全

確
認
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
を
伝

え
ま
し
た
」
と
園
田
さ
ん
。

　

中
村
さ
ん
は
「
新
入
社
員
と
し

て
車
通
勤
を
始
め
た
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
交
差
点
や
横
断
歩

道
で
の
歩
行
者
の
進
行
妨
害
は
交

通
違
反
の
対
象
で
す
。
急
い
で
い

る
と
き
ほ
ど
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
る
。

　
「
地
域
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
活
動
や
登
校
班
へ
の

付
き
添
い
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
姿
を
見
る
と
頭
が
下
が
り
ま

す
。
地
域
の
安
心
は
私
た
ち
だ
け

で
は
作
れ
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
日
々
の
暮

ら
し
を
守
っ
て
い
け
れ
ば
」
と
話

す
２
人
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
今
日
も
支
え
て
い
る
。
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こうさ広 報

地
域
と
共
に
作
り
上
げ
る

安
全
安
心
な
甲
佐
の
暮
ら
し

Kosa
Style
こうさ スタイル

なかむら こうさく・そのだ 

ゆうき / 熊本県警御船署の甲

佐駐在所と白旗駐在所に勤務

し、地域の安全安心を支える。

中村 考作さん　園田 勇樹さん
Nakamura Kosaku　　　　　Sonoda Yuki

〔岩下二区〕　　　　　　〔辺場区〕


